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	海WS-MR1
	最終発表
	海から食卓まで。隠岐に“また会いたい人”ができる1泊2日の遠足。

	リアル海物語 in 隠岐
	島根県立大学　岡田 愛莉　　大阪大学　　　眞鍋 佳偉 関西大学　　　岡本 明莉　　日本大学　　　高田 陽花
	2026.08.04

	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修
	OKI MONOGATARI
	写真：隠岐の海／島影


	“見て学ぶ”研修を、 島に“解決策を返す” 研修へ。
	― 海から入り、島を巡り、マップを作り、解決策を返す。1泊2日の企業研修 ―
	・島根県立大学  　　　地域公共コース 3回 ・専門：家族と社会 ・石川県金沢市 ・食べること・寝ること ・いいおんな(自称)
	・大阪大学 経済学部 3回 ・地域経済学 (地方創生) ・阪神ファン ・あいみょん ・お笑い

	おかだ　あいり
	まなべ　かい
	たかだ　はるか
	おかもと　あかり
	・日本大学 3年 ・専門：国際共生 ・神奈川県 ・藤井風 ・スノボ🏂
	・関西大学　商学部　2回 ・神戸市 ・K-POP好き ・趣味：外国語の勉強 　　　　アウトドア
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修


	“学ぶ”で終わらせない研修。
	── 島を巡り、マップを作り、島に“解決策を返す”。それが、この研修の特異点。
	売るもの　人材育成
	答えのない地域の現場で、社員が課題を発見し、自分の専門で 価値を提案する力を育てる。（課題発見力・社会課題感度・協働力）
	↓　やり切ると、結果として

	結果　海が“自分ごと”になり、地域が潤う
	数字ではなく、一緒に海ごみを引き揚げた漁師の顔を思い出す。 関係人口・地方創生は目的ではなく、育成の副産物として生まれる。
	写真：研修風景
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修


	“越境学習”は、国も推す成長市場
	── しかも本企画は“見て学ぶ”の一歩先。巡って、解決策まで出す実践型
	国が実証
	経済産業省が「越境学習によるVUCA時代の 人材育成」を複数年、実証事業として推進。



	6,130 億円
	先行者あり
	JMAMが「ラーニングワーケーション」を事業化（JTBと協業）。市場が既に成立している証拠。
	企業向け研修サービス市場 （2025年度予測・矢野経済研究所） 人的資本経営の潮流が追い風

	理論の裏付け
	石山恒貴（法政大）＝越境学習は “ホームとアウェイの往還による学び”。
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修


	見て学ぶ研修じゃない。入って、巡って、描いて、“解く”。
	── 半潜水船で海から入り、島を巡り、マップを手に、最後は島へ解決策を返す
	写真：まち歩き／マップ作成
	入る
	半潜水船あまんぼうで海から島の全体像を掴む。 海物語の世界観で“体で入る”入口。

	巡る
	漁師・つくり手・移住者に会いながら島を歩き、 一次情報から課題を拾う。

	描く
	見た・聞いた・感じた課題を“隠岐まっぷ”に書き込む。 発見のための手段。

	解く
	島の依頼書に答え、自分の専門で解決策を島に返す  ── これがゴール。
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修
	ゴール ─ 島に解決策を“返す”
	写真：牡蠣殻



	牡蠣殻が、年間数トン 余っています。 あなたの業界なら、 何に使えますか？
	── いわがき春香 生産者より
	社員が、自分の専門で“返す”。　受け取るだけでなく、価値を生み出す研修へ。
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修


	見て学ぶ研修・観光ツアーとの違い
	── “見せて終わり”ではなく、巡って・描いて・“返す”ところまでやり切る
	写真：隠岐まっぷ

	巡って発見する
	案内される観光でなく、自分の足で島を巡り、 マップを作りながら課題を発見する。

	解決策を返す
	見て学ぶだけで終わら せず、島の依頼書に自分の専門で答え、 提案を島へ返す。

	連作で続く
	一度きりでなく季節ごとに通い、自分の提案の 続きを見に帰る。 関係が続く。
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修


	小さいけれど、確実で、伸びている
	── 数字は盛らない。地域の実数との比率で正直に示す


	0.8%
	Phase1の延べ120名は、海士町の宿泊客延べ数の約0.8%。全国では小さいが、人口約2,300人の島ではこの数%が事業者収入に直結する。
	経済効果 年約 662万円
	追い風（原典データ）
	● あまんぼう乗船者　前年比 +27.8% ● 海士町の宿泊客　前年比 +17.7% ● 隠岐の宿泊客の“また来た”率　51.2%

	測れない価値（定性）
	課題を“解く”実践型の人材育成効果／関係人口の創出／担い手の“誇り”の再生／海の問題の自分ごと化／他地域への展開。
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修


	Our Vision ─ “解く研修”の器を、進化させる
	── 今は既存の船＋人で堅く検証。船の進化は、収益が立った後
	2026.08
	最終発表・検証パートナー1件

	2026 秋
	2026 冬
	自費で現地下見 （行程・コスト検証）
	関係づくり・法対応・営業

	2027 春
	モニターツアーでKPI全項目検証
	以降
	Phase1→2（AR体験） →3（水素・宿泊船）

	写真：水素・宿泊可能な半潜水船
	エンタメ × 環境問題 × レジャーで、まだ魅力が可視化されていない海へ、器ごと展開する。
	隠岐物語  ｜ 海から始まる企業研修



	まず、秋の下見に 同行しませんか。
	この秋の自費下見に同行・協賛いただける“検証パートナー1社”を探しています。
	写真：参加者

	企業
	受け入れの共同設計者として、 暮らしの声と合意形成を。

	海士町・地域
	財団・自治体
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	ありがとうございました
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